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subSidiary maXimumの原因についてはさ らに詳細を研究が必要 であるが,

我 々の実験結果か ら特に,面体状鮭か ら融解 した試料 に関するX線散乱強度は

微結晶の存在に より h土gh angle側 での異常性 を過大評価す る恐れがある事 ,

また水銀液 棒の融点付近での研究には こ の構造0)異常性について留意すべきで

あることを示唆す るもの と考えるO
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液体金属の構造や物性に的す る研究は近年著 し く進歩 したが ,遷移金属の液

体状態に関 しては ,融点が高 く,かつ化学的に もかなり活性である為非常に遅

れてい るのが現状であるO 遷移金属の中でも特に Fe.Co,Ni などの鉄族金

属の液体状鮭については単に物理的 竜興味o)みならず ,実用上の観点か らの基

礎的データの蓄積が切望 されている｡ 現在鉄換金騰液 体の性質 として測定され

ているものは密度 ,粘性 ,電気扱抗 ,帯磁率のみであ り,直接液 体構造に匪す

る帝告は夜ho
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溶融鉄をらぴにニッケルの中性子回折

そ こで我 々は N/i(150C℃),Fe(1620℃)の溶融状鮭における中性子回折
1)

の動産を試み,これに成功 したのでその結果 について奉 告す るO ＼

実験方注は直鼓 W線を巻 きつけたア}Vミナ管にあらかじめ息 子 ビーム溶解に

より充分ガス抜 きした試料を装入し,寅空中でⅥ磯 に静電 して Niを 1500

℃,Feを 1620℃に保持 した . 試料敵 体の大 きさは 16mm¢× 80mmであ

る｡

なお用いた中性子阻折装置は原掛 Jfifi- 3に鼓置されている T･OG-ND

である｡

測定データについて稜々の補正 (掛 ニFeについては破棄散乱の梅正 を実施

した)を行なった後得 られた Niおよび Feの StructuTE,factor a(K)

を Fig.1に,フ- リェ変換 して得 られた動 径分布熊数か ら求め られた最隣換

原子抵･距敵,最近接配位数をどを Table lに示めす .

ここで若干 Feの磁気散乱の鶴正について述べることにするO 中性子回折 の

測定により得 られ る strucT,ur白 factorに基ずい七 pair corr81al,iori

functioriど(r)を求めて来たが,そ1_)過程で溶融 Niに際しては通常の非

違移金巌軟体の場合 と同様 なデータ処替方法に より充分満足出来 る a(K)±茅

質(r)の相互変換 ならびに rippleの小さを g(r)を得 ることが 出来 るが

Feの夢合はいかに注意深 く非干渉性散乱 ,吸収あるいは多重散乱をどの耗 正

を行なって も相互変換 ならびに rippleの小さを g(I)を得 ることが出来 を
2)

いことを知 った.

S七fucもure factor(㌃1) Ni 5.1〔､ 5｣85 ′8.10 IFe 2.97 5,48 7.95 -

radial distribution0function (A) 甲i 2.52 4,95 - I10.7ケ

Table 1 Results of neutron diffraction study

of iron and nickel in the liquid state.
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我 々は ,この原因は溶融鉄の中性子散乱の中にかな り常磁性磁気散乱の寄与

が含まれてい ることにあると考えて ,角度依存性 を有する磁気散乱を back

groundの補正に考慮 した｡

試行錯誤的に補正を実施 した経巣 ,溶融状掛 こおけ る Fe勝子の泰効 スピン

量子数を約 0.6と見敵 った場合の磁気散乱の補正は p:(I)の rippleをほほ

完全に除去 して しまうことがわか った ｡

これ らの事実か ら溶融状態の Fe鳳子に も局在磁気 モーメ:/トが存在するこ

とが予想 され る｡

Fig.1に示めす様に Ni,Fe ともいわゆる subsidiary;maximumの様

を特異性は全 く諦め られす Ni は packing densり y- 0.45 , Feは pakj.ng

d･ensity- 0･44で算出した Hard-SphereMod91と,かなり良い一致を示

めした ｡ なお F･eについては 臼ard SphereModelに よる a(0)の値 と等温
5)

圧縮率 との馳係か ら算出した packlng densltyは 0.44で一致が 見られ

ら . (Niについては圧触率の実測値が勧告され ていなレ､C)
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Fig.1 Structure factor a(K) of liquid iron
and nickel.
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液体金属 ･合金の圧縮率の理論

A,また動贋 分布鍾数により･得 られ年始巣は ,一般の 五etalが融解 した場合 と

同様の最隣原子間拒艶 ,配位数の変化を示め しているO

最 後に束研究の うち N主の勘定については新海大 ･田巻氏 ,東北 大金 研 ･柳

尾氏が従事 された事 を付記致 します ｡
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8.液体金属 ･合金の圧縮率の理論
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研究会では液 体金属 .合金の圧縮率の定式化についてはあま ,V)触れ査か った

ので,ここ七はそれに云いて詳 しく述べて ,最 後に数値計蜜の結果 を簡単に報

告 す る ｡

よく知 られてい るように N個の古典粒子系に対するハ ミJVtニアンを

N pi2
Hー= ∑-

i-1 2M
+U (N ･)

1)
とす ると,この系の圧力は次のよ うに与 え られ る｡

p-錘 T 一統 ･fexp 〔葦 釜 d{N'･

N

zN-J▲･L･fexp 巨 岩 〕diNy.
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